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平成18年3月期決算説明会資料の件

当社では、本日5月31日、アナリスト向けに平成18年3月期決算説明会を開催いたします。
平成18年3月期決算の概要、今後の業績見通しについて説明いたしますが、その資料を添付いたします。

以 上
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説明内容

1. 18/3決算の概要
２. 業績の見通し・今後の動向
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関東電化グループ（連結子会社）

資本金
（百万円）

出資比
率 ％

個別売上
高（百万円）

対前年度
増減
（百万円）

内 容

関電興産（株） １０ １００.０ ４，７５９ △３９２
当社製品の一部販売および原
材料の購入、保険代理店

（株）上備製作所 １２０ ４９．４ ６，５３０ ３，１３９
化学工業用設備の製作および
加工・修理

森下弁柄工業（株） ２７ ５２．９ ９２０ △４０
当社製品（鉄系製品）の一部製
造・販売

関東電化KOREA
（株）

２
億ウオン

９０.０ ５，０６１ ５６０ 当社フッ素系製品の一部販売

台湾関東電化股份
有限公司

７
百万NTドル

１００.０ ９２８ ９２８ 当社フッ素系製品の一部販売

合計 １８，１９９ ４，１９５
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事業の種類別セグメント

名 称 内 容

無機製品 か性ソーダ、塩酸、次亜塩素酸ソーダ、塩化アルミニウム等

基礎化学
品事業

有機製品
トリクロールエチレン、パークロールエチレン、塩化ビニリデン、シク
ロヘキサノン、シクロヘキサン、シクロヘキシルアミン、ジシクロヘキ
シルアミン等

鉄系製品 キャリヤー、マグネタイト、顔料等

精密化学

品事業 フッ素系製品

六フッ化硫黄、四フッ化炭素、三フッ化メタン、六フッ化エタン、三
フッ化窒素、ヘキサフルオロ-1,３-ブタジエン、八フッ化プロパン、六
フッ化タングステン、四フッ化ケイ素、三フッ化塩素、八フッ化シクロ
ブタン、五フッ化ヨウ素、六フッ化リン酸リチウム、フルオロエチレン
カーボネート、排ガス処理装置（エフトール）等

その他事業 工場プラント建設、工場設備保全工事、保険代理店業務等
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連結・個別損益の概要

（単位：億円）

連結決算 個別決算
１６年度

（倍率）

１７年度

（倍率）
増減

増減率
(%) １６年度 １７年度 増減

増減率
(%)

売上高 ３４８

（１．１５）

３８７

(１．２１)

３９ １１．２ ３０３ ３２０ １７ ５．５

営業利益 ２８

(１．３１)

４３

(１．２５)

１５ ４９．３ ２２ ３４ １２ ５７．３

経常利益 ２９

(１．２０)

４４

(１．１７)

１５ ５２．２ ２４ ３８ １４ ５６．８

当期純利益 １５

(１．２２）

△１

（ － ）

△１６ － １２ △４ △１６ －
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連結決算のポイント
（単位：億円）

Ｈ16年度 Ｈ17年度 差額

売上高 348 387 39

経常利益 29 44 15

当期純利益 15 △1 △16

（１）売上高増加（＋３９億円）過去最高
・その他事業部門（子会社）の売上高増加（＋２７億円）

（２）経常利益増加（＋１５億円、５２％増）過去最高
・基礎化学事業部門の営業利益改善（＋７億円）

（３）当期純利益は大幅減（△１６億円）
・特別損失に４０億円計上
①渋川工場ソーダ電解設備除却損等（△１４億円）
②水島工場基礎化学品設備の減損（△２４億円）
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個別決算のポイント

Ｈ16年度 Ｈ17年度 差額

売上高 303 320 17

経常利益 24 38 14

当期純利益 12 △4 △16

（単位：億円）

（１）売上高増加（＋１７億円）
・基礎化学品事業部門は販売数量の大幅減少で減収（△７億円）
・精密化学品事業部門は価格低下を上回る販売数量増加で増収（＋２４億円）

（２）経常利益増加（＋１４億円）
・基礎化学品事業部門の営業利益改善(＋９億円）
・精密化学品事業部門の営業利益増加（＋４億円）

（３）当期純利益が４億円の赤字
・特別損失に４０億円計上
①渋川工場ソーダ電解設備の除却損等（△１４億円）
②水島工場基礎化学品設備の減損（△２４億円）

（４）配当：年間７円配当（中間配当３円、期末配当４円）
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基礎化学品事業部門（個別）

（社内管理会計ベース）

１６年度 １７年度 増減 数量差 単価差

売上高 107 100 △7 △16 9

営業利益 △21 △12 9 － －

（単位：億円）

・原材料価格高騰、需給タイトによる製品価格の引上げもあったが、渋川工
場ソーダ電解停止、採算重視の販売徹底で販売数量が大幅に減少したた
め減収。

・一方、営業利益は、製品価格の引上げ、事業の再構築により、大きく改善。
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精密化学品事業部門（個別）

（社内管理会計ベース） （単位：億円）

１６年度 １７年度 増減 数量差 単価差

売上高 196 220 24 45 △21

営業利益 43 47 4 － －

・鉄系製品は減収・減益。

・フッ素系製品は三フッ化窒素を中心とした半導体・液晶用特殊ガス、電池
材料ともに需要が拡大し、価格の低下を上回って販売数量が大幅に増加し
たことから増収増益。
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主なフッ素系製品の販売量

製品名 １６年（ｔ） １７年（ｔ） 増減（ｔ）

三フッ化窒素（ＮＦ３） 696 900 204

六フッ化タングステン（ＷＦ６） 107 144 37

六フッ化硫黄（ＳＦ６） 966 1,103 137

八フッ化プロパン（Ｃ３Ｆ８） 155 197 42

六フッ化エタン（Ｃ２Ｆ６） 406 396 △10

六フッ化リン酸リチウム（ＬｉＰＦ６） 372 450 78
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フッ素系製品の数量増加と価格低下

主なフッ素系製品の販売数量増加と価格低下（対前年比）

販売数量 価格

三フッ化窒素（ＮＦ３） ＋２９％ △１７％

六フッ化タングステン（ＷＦ６） ＋３４％ △１０％

六フッ化リン酸リチウム（ＬｉＰＦ６） ＋２１％ △２％
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売上高推移（個別）
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部門別営業利益の推移（個別）
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営業利益と営業利益率の推移（個別）
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設備投資・減価償却費の推移（個別）
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借入金の推移（個別）
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説明内容

１. 18/3決算の概要
２. 業績の見通し・今後の動向
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当社の強み

昭和45年日本初のフッ酸電解技術を確立して以来、ノウハ
ウを蓄積し、現在、フッ酸電解技術・能力は世界トップクラス。

高純度フッ素ガスと原料の直接反応で製品を作るため、不
純物の少ない製品の製造が可能。

フッ素ガスを出発原料にして、多様な製品を独立した設備
で製造することにより、需要の変化に素早くフレキシブルに
対応することが可能。
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当社のめざす企業像（ビジョン）

フッ酸電解を中心としたフッ素関連を基軸に、企業規模は大
きくなくとも、いくつかの製品で世界のトップを走る「キラリと光
る特色ある化学会社」を目指している。

中期的には、

①基礎化学品事業部門の収益を改善し、

②既存のフッ素ガス製品で、ある程度の利益を確保しつつ、

③新規製品で利益を上積みしていく

ということである。
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セグメント別業績予想（連結）

（単位：億円）

売上高 営業利益

Ｈ18 Ｈ17 差額

△10 6
7

その他 45 30 △15 ※ 2 1 △1
12

51

43

105
280

415

Ｈ17 差額 Ｈ18

精 密 235 45 58
基 礎 107 △2 △4

合 計 387 28 55

※その他には、連結調整を含
みます。

01111研究開発費

104333減価償却

147258設備投資
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基礎化学品事業

今後の目標

平成18年度に黒字化の目処を立て、次期中期経営計
画のできるだけ早い時期に黒字化する。

そのための方策

①付加価値の高い製品の製造・販売に注力

（フレークか性ソーダ設備が８月に完成し、生産能力
23,000t/年へ）
②固定費の削減

その他

基礎化学製品の価格修正
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精密化学品事業

半導体・液晶用特殊ガスの設備増強・拡販

① フッ酸電解能力増強（H18.6、H19.6）

② 三フッ化窒素設備増強

(Ｈ18.6 年1,000→1,200ｔ、Ｈ19.9 →1,650ｔ）

③ 六フッ化タングステン設備増強（H18.9 年150→200t）

④ 六フッ化硫黄設備増強（H18.9 年1,150→1,500t）

電池材料の設備増強・拡販

①六フッ化リン酸リチウム設備増強（H18.12 年550ｔ→600t）

②フルオロエチレンカーボネート(FEC)製造設備（H18. 5）
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三フッ化窒素（NF3)

半導体・液晶製造装置のクリーニングガス。H18年度販売見込：約1,250ｔ。

今後、半導体・液晶の生産量増加に伴い、三フッ化窒素の需要は確実に増
加する。

需要増に対応するため、製造能力を、H18年6月に1,200ｔに拡大。さらに、
H19年9月に、1,650ｔに拡大する予定。

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000

H16 H17 H18 H19 H20

t

半導体関係 液晶関係 当社

当社

当社 Ａ社 Ｂ社

Ｃ社 その他

【販売数量（H18以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約25％
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六フッ化タングステン(WF6)

半導体用配線材料。H18年度販売見込：約180ｔ。

今後、フラッシュメモリーの生産量増加に伴い、需要は確実に増加する。

需要増に対応するため、H18年6月に製造能力を200ｔに拡大。さらなる増強を
現在計画中。

【販売数量（H18以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約３分の１
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六フッ化リン酸リチウム（ＬｉＰＦ6）

リチウムイオン二次電池の電解液の材料。 H18年度販売数量：約570ｔ。
今後、携帯電話用電池等の増加に伴い、需要は拡大する。

また、リチウムイオン二次電池は、車載用として注目されている。

【販売数量（H18以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約45％
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ヘキサフルオロ-1,3-ブタジエン（C4F6)

半導体酸化膜微細エッチング用ガス。Ｈガス。Ｈ1717年年1010月に上市。月に上市。

特徴：高アスペクト比エッチングが可能。
短い大気寿命。

300ｍｍウエハー工場立ち上げに伴い、今後需要が拡大する見込み。
今後の需要に対応するため、H17年11月に製造能力を３倍に増強済。

【販売数量（H18以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約30～40％
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研究開発基本方針

ニーズを先取りした技術・製品の開発を行う

「開発型企業」の追求

①製造・営業・研究一体となった研究開発体制の構築

・製造・研究のマネジメントを統合

・部門を越えた人事交流

・研究員の拡充（目標100名体制）

②新規製品の事業化のスピードアップ

・事業性の適否の早期判定

・経営資源の重点投入
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期待する新規製品

1.1.半導体材料ｶﾞｽ半導体材料ｶﾞｽ
ヘキサフルオロヘキサフルオロ--1,1,３３--ブタジエンブタジエン

（Ｃ（Ｃ44ＦＦ66）） （Ｈ（Ｈ17/1017/10上市済）上市済）
１８年度新規製品
売上見込

約２９億円約２９億円

2.2.電池材料電池材料
フルオロエチレンカーボネートフルオロエチレンカーボネート

（ＦＥＣ）（ＦＥＣ） （（ＨＨ17/1017/10上市済）上市済）

3.3.有機ファイン有機ファイン

液晶材料液晶材料 （４月上市）（４月上市）
農薬中間体農薬中間体 ((同上）同上）
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買収防衛策の導入・定款の変更

企業価値を向上させていくことに加え、いわゆる「事前警
告型」の買収防衛策を導入する。

定款変更のうえ、株主総会に付議する。

買収者がルールに従っていれば、当社は反対の意見表
明は行うが、原則、対抗措置はとらない。

取締役の任期を１年に変更する。

剰余金の配当等は、取締役会にて決定する。配当は重
要であることは十分承知しているが、設備投資等全体の
バランスのなかで経営判断として行っていく。
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